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国土交通省自動車局安全政策課
事故防止セミナー

プロドライバーの健康管理・労務管理
の向上による事故防止について

公益財団法人大原記念労働科学研究所
所長 酒井 一博
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Ⅰ．長時間労働是正の
環境整備

（１）労働生産性の向上
①輸送効率の向上
②潜在需要の喚起による収入
増加
③運転以外の業務も効率化

（２）多様な人材の確保・育成
①働きやすい環境の整備
②運転者の確保

（３）取引環境の適正化
①荷主・元請等の協力の確保
②運賃・料金の適正収受

Ⅱ．長時間労働是正ののための
インセンティブ・抑止力の強化

①「働き方改革の実現に向けた
アクションプラン」の実現支援
②ホワイト経営の「見える化」
③労働時間管理の適正化の促進
④行政処分の強化

長時間労働にブレーキ
生産性向上にアクセル

労務管理の実践

「自動車運送事業の

働き改革の実現に向けた政府行動計画」
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社員に心地よく働いてもらうこと

労務の業務
▼労働時間管理
▼勤怠や給与の計算管理
▼業務改善の取り組み
▼安全衛生・健康の管理
▼福利厚生の管理
▼労使関係管理（労働組合と
の折衝も含む
▼労働契約や条件の管理

労務管理で気をつけること

・労働環境づくり（の基本法令）
を理解する
・情報管理を徹底する
・改善意識を強く持つ

・社員を縛り過ぎない
・コンプライアンスを果たす
・社員に対して優越な立場である
と主張しない

労務管理は人材のメンテナンス
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運行管理 健康管理勤怠管理
給与・
経費管理

改善基準
告示に基
づく管理

労働基準
法に基づ
く管理

一次予防策
の実施、定
期健康診断
の実施とフォ
ロー、生活習
慣改善支援

経費計算、
給与管理

事故削減に向けて
運行管理と健康管理の一体的な管理を推進

労務管理
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事故と安全施策・改善の
繰り返しの時代

事故削減との取り組み１
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山陽道トンネルで車１２台絡む多重事故 ２人死亡
２０１６年３月１７日午前７月３０分頃 広島

朝日新聞

追突事故を疑う

居眠り事故の多発 何故
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杜撰な運行管理
休日わずかに１日
改善基準告示違反の常態化
拘束時間
休息期間
連続運転時間

事故
起こって当然
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トラックドライバーの過労死事案の多発

宅配クライシス
（ヤマト 対 アマゾン）健康起因・過労起因事故の多発

改善基準告示違反

運輸業における健康管理の実態

３重奏、４重奏
ＳＡＳ
認知症

労務管理強化が緊急課題

ドライバーの過重労働・健康管理が
注目されています
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社会の注目度が高い現在、
改善のチャンスです

政府の働き方改革
（残業時間の上限規制）

荷待ち時間の記録義務付け
（省令改正）

ナビシステムの開発

あんサポ協議会
体調予報

中小零細企業への
アプローチ

全ト協
健康起因事故防止マニュアル
過労死等防止計画策定ＷＧ

厚労省
過労死白書の刊行

総合安全プラン２０２０の制定

疾病運転の防止措置
（道路運送法の一部改正）

取り組みの好事例はたくさんあります
民間団体
業界団体
政府・行政
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全国 死者数 人身事故件数 飲酒運転件数

２００８年 ５１７ ５６，３０５ ２８７

２０１７年 ３５２ ３２，６５４ １０３

２０１７/２００８比 ６８％ ５８％ ３６％

事業用自動車事故削減
１０年の成果（２００８〜２０１７年）

（全国の交通事故死者数、人身事故発生件数）

１０年の事故削減成果 死者数は３割減
人身事故件数は４割減
飲酒運転件数は６割減
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マネジメント手法の確立（あんマネ）

自主対応とＰＤＣＡサイクル
安全は事業者責任とドライバー責任

運行管理の高度化

デジタコとドラレコの活用による正確な労働時間の把握
運行管理と健康管理の一体的管理
点呼と管制

安全支援装置の普及

業界の構造的な課題

▼ドライバーの高齢化と人材不足
▼事業者間の過当競争（中小零細）
▼荷主との力関係

事故削減に向けた着実な歩み

社会インフラへの取り組み

駐車場、仮眠設備
トイレ、レストラン

安全性向上にとって極めて重要な
取組ですが、これで必要かつ十分か
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▼ＪＲ西福知山線脱線事故

▼関越道貸切バス居眠り事故
（2012年4月29日4時40分）

▼北陸道高速乗合バス衝突事故
（2014年3月3日5時10分）

▼軽井沢スキーバス横転転落事故
（2016年1月15日1時55分）

▼山陽道多重衝突事故（トラック）
（2016年3月17日7時30分）

運輸安全マネジメントシステムの導入、普及
（航空、船舶、鉄道、自動車）

過労運転

健康起因事故

過労運転

事故と政策

交代運転者の配置基準の改訂

健康管理マニュアルの改訂
健康起因事故対策に必要なスクリーニング検査
に関するガイドライン（脳ドック、心臓ドック）

安全・安心な貸切バスの運行を実現するための
総合的な対策

再び、運行管理の強化

事故と対策 どうしても後追い的な取り組み 先を読んだ対策

２
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脳・心臓疾患にかかる支給決定件数
（業種大・中分類）２０１５年度

運輸業、郵便業
（道路貨物運送業）

８２

建設業
（総合工事業）

１６

宿泊業、飲食サービス業
（飲食店）

１５

卸売業、小売業
（その他の小売業）

１１

建設業
（職別工事業）

９

過労死と健康起因事故
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対策１ 残業時間の削減
対策２ 休日の確保
対策３ 睡眠時間の確保 ←  勤務インターバル時間の確保
対策４ 点呼における疲労・健康管理強化
対策５ 定期健康診断の完全実施とフォローアップ
対策６ ハイリスクドライバーへの保健指導と生活習慣の

改善支援
対策７ 労務・運行管理や疲労・健康管理の仕組みづくり
対策８ 過労死等と健康起因事故の両面対策

労働時間管理

健康管理 労働負荷対策

トラック業界の
過労死等防止計画８つの対策
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▼睡眠不足が事故の原因となることをドライバーに指導
▼睡眠不足の乗務員を乗務させてはならない
点呼簿の記載事項に睡眠不足の状況を追加

睡眠時間
最低５時間以上、週２回以上６時間以上

勤務インターバル時間（休息期間）
８時間割れをゼロ
インターバル時間の段階的な改善
５年後に過半数の事業者において１１時間以上

一括睡眠、夜眠、布団の上

国土交通省

睡眠不足に起因する事故の防止対策

対策３
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対策６



ひと系（ソフト）のアプローチの限界

異変の発見をハードで
予兆の発見技術
表情、生体反応
車の挙動（ふらつき、速度ムラ）

安全に車を止める技術

ドライバー異常時対応システム
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乗客の安全・安心はどこに

眠かったら「車を止める」文化
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乗員もしくはドライバー本人がスイッチを押すと
「ハザード」や「ホーン」で後続車両などに異常を
知らせながら減速自動で停止します。

（国土交通省）

（日野自動車）

ドライバー異常時対応システム
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事故削減に向け
近未来に取り組むこと３

総合安全プラン２００９から
総合安全プラン２０２０へ

死者数半減、飲酒運転ゼロを目指して

行政・事業者・利用者が連携した
安全トライアングルの構築

2009年3月制定

2017年6月制定

総
合
安
全
プ
ラ
ン

２
０
３
０
へ
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（１）安全体質の確立
（２）コンプライアンスの徹底
（３）飲酒運転の根絶
（４）ＩＴ・新技術の活用
（５）道路交通環境の改善

（１）行政・事業者の安全対策の
一掃の推進と利用者を含めた
関係者の連携強化による安全
トライアングルの構築
（２）飲酒運転等悪質な法令違反
の根絶
（３）自動運転、ＩＣＴ技術等新技術
の開発・利用・普及の促進
（４）超高齢社会を踏まえた高齢者
事故の防止対策
（５）事故関連情報の分析等に基
づく特徴的な事故等への対応
（６）道路交通環境の改善

２００９ ２０２０

総合安全プラン
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▼働き方の改善 勤務改善、労働時間の短縮
▼生活習慣の改善 食事、睡眠、運動

喫煙、飲酒

ポイントは

▼健康診断の受診と ナビシステムの活用
フォローアップ →ハイリスク者の発見・早期対応
▼点呼時の健康管理 睡眠、血圧、体調予報
▼運行中の体調変化 休憩時の報告、ＩＣＴの活用

ドライバーへの生活習慣改善の支援

健康管理と運行管理の一体的管理
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労働条件、職場環境改善、生活習慣

二次予防

疾病の早期発見、早期治療
健診の限界を認識する

一次予防か二次予防か

一次予防

健康起因事故対策の力点
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輸送業務

ドライバー

日々の健康管理

法定健診

仕事の
サイクル

生活の
サイクル

運転

荷扱

拘束時間

勤務
インターバル

運動

眠り

食

ドライバーの健康確保
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ハイリスク者

行動変容
サポート

生活
習慣
改善

働き方
改善

就労上の措置

働き方のコントロール＊

＊短時間勤務
規則的勤務
（日勤専従）

治療
脳健診など高度スクリーニング

体調予報

日々の
健康管理

ナビシステム

法定健診
点呼
運行中の疲労管理
と体調変化（ＩＣＴ）

受診促進と
フォローアップ

３重奏
４重奏

法定健診のフォローアップと
運輸ナビシステムの活用
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総合安全プラン２０２０の効果的な実践

▼働き方改革の先取り（適切な労務管理）
上限規制、インターバル制度

▼テクノロジーと仕組み（高度な運行管理）
労働時間の正確な把握
ビッグデータの構築と活用

安全トライアングルの実践

▼新技術の開発・利用・普及
新技術の社会受容

人と技術と仕組みによる事故削減



27

アナタコとデジタコ

国土交通省

アナタコからデジタコへの流れ

過労運転防止と安心経営のための
ＩＣＴ活用マニュアル

（現在進行形）
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公益財団法人大原記念労働科学研究所
安全運行サポーター協議会の活動

民民連携による業種横断的組織

◯中小零細輸送事業者における安全運行支援

◯運行・労務・健康管理の一元プラットフォーム化

◯次世代車載器の利用技術の開発
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長時間労働是正
健康・過労リスクの低減

働き方改革 生産性向上

スマタコの実現
デジタコの進化

人の働き方
（労務管理）

車の働き方
（車両動態管理）

労務管理 安全管理 配車管理

モーダルシフト

中継輸送等

ＩＴ点呼の導入拡大

「体調予報」

運行計画最適化

事業者間マッチング
の推進
荷役業務
の見える化

トレーラー化推進
パレット化率の向上

開発中

デジタコ徹底活用

働き方改革と生産性向上の両輪で推進
安全運行サポーター協議会
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「体調予報」コアモデル 実用化スケジュール

安全運行サポーター協議会
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日野自動車

ステップ・バイ・ステップ
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日野自動車



34

▼人の集まる業界へ（働きがいのある企業）

若者に魅力ある企業、業界
社会貢献、仕事も家庭も、友達に負けない収入

▼自動運転のインパクト

自動運転は、業界の切り札か
人が運転することへの安心感と納得
（自動運転の社会受容）

▼オリパラ成功の財力とパワーを
社会インフラ整備の投資に継承

駐車場
食事、睡眠、入浴、排泄

２０３０へ向け、業界の基盤整備

▼
人
ら
し
さ

▼
ゆ
と
り

▼
プ
ラ
イ
ド


